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豪州景気は主要国に先行してコロナ前の水準を回復
 豪州準備銀行は政策金利の据え置きを決定。次回7月会合において国債買い入れ策の継続が判断される見込み。
 豪州の2021年1－3月期GDPは前期比+1.8％と市場予想を上回る。民間投資が豪州景気のけん引役に。
 豪州の2021年1－3月期GDP成長率は主要国の中で最高水準。主要先進国に先行してコロナ前の水準を回復。
 ビクトリア州の都市封鎖の影響は限定的となる見込み。豪州株式は景気の底堅さが好感され史上最高値を更新。

（審査確認番号 2021 ‒ ＴＢ87）

RBAは6月1日の理事会で政策の据え置きを決定
豪州準備銀行（RBA）は6月1日の理事会において、
政策金利および豪州3年国債利回りの誘導目標を
0.10％で据え置くことを決定しました（図表1）。

声明文では、「2024年までに利上げの条件が満たさ
れるとは予想していない」と言及し、これまでの政策
を維持するとともに、次回7月6日の理事会において、
2021年9月に完了見込みである国債買い入れプログラ
ム（第2弾）の継続について判断する方針を示しまし
た。
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図表1：豪州準備銀行（RBA）の政策金利と国債利回り

2021年1－3月期のGDPはコロナ前の水準を上回る

2021年1－3月期の豪州の実質GDP（国内総生産）
成長率は、前期比+1.8％と3四半期連続のプラス成長
となり、市場予想（+1.5％）を上回りました（図表2
上段）。コロナ前である2019年10－12月期の水準
を上回り、豪州景気の回復が進んでいることが確認さ
れました（図表2下段）。

民間投資が新たな豪州景気のけん引役に浮上
GDPを構成要素別に見ると、コロナ危機直後（2020
年1－3月期）から現在（2021年1－3月期）にかけて、
豪州経済のけん引役に変化が見られます。

コロナ危機が深刻化した2020年上半期には、民間需
要が大きく落ち込む中、豪州政府の財政支援策を背景
に公的需要が豪州景気を下支えしました。経済活動の
制限が段階的に解除された2020年下半期は、堅調な
個人消費が豪州景気の回復を主導しました。

今回公表された2021年1－3月期GDPでは、引き続
き個人消費の改善基調が続く中、住宅投資や設備投資
などの民間投資も景気のけん引役となりました。この
ような動きは、公的部門から民間部門へ、個人部門か
ら企業部門へと豪州景気の回復のすそ野が広がりつつ
あることを示していると言えそうです。

図表2：豪州の実質GDPの推移

（出所）ブルームバーグ
（期間）2020年1月1日～2021年6月3日（日次）

（出所）豪州政府統計局 （注）季節調整済。
（期間）2019年10 ‒ 12月期～2021年1 ‒ 3月期（四半期）
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（出所）各国統計局

2021年1－3月期の成長率は主要国で最も高い

主要国の2021年1－3月期の実質GDPを比較すると、

豪州の実質GDPは主要国の中で最も高い成長率となり

ました（図表3）。欧州や日本では新型コロナウイル

スの感染再拡大により、1－3月期はマイナス成長と

なったほか、コロナ危機からの景気回復を先行してき

た中国は、経済成長にやや鈍化がみられます。

図表3：主要国の2021年1－3月期の実質GDP成長率

豪州は主要先進国に先行して景気回復が進む

実質GDPの水準でも、豪州は米国や日本、ユーロ圏

などの主要先進国に先行してコロナ前（2019年10－

12月期）の水準を回復しています（図表4）。

2020年のコロナ禍における世界景気は、主要国・地

域の景気の連動性が比較的高かったものの、足元の景

気回復局面においては、主要国・地域の景気回復の度

合いにばらつきが見られます。

ビクトリア州の都市封鎖の影響は限定的の見込み

豪州では、2020年10月以降、国内の大規模な感染

は抑制されています（3頁図表6）。

2021年5月下旬、ビクトリア州で30人弱規模のクラ

スターが発生したことから、同州政府は5月27日、同

日の深夜からの1週間にわたるロックダウン（都市封

鎖）に踏み切りました（その後、メルボルン都市圏で

は1週間ロックダウンを延長）。

なお、ビクトリア州の新規感染者数は6月3日には3人

まで減少しており、ロックダウンの解除も視野に入り

つつあることから、ロックダウンによる豪州経済への

影響は限定的とみられます（3頁図表7）。

景気の底堅さを好感し豪州株式は史上最高値を更新

市場予想を上回る2021年1－3月期の実質GDP成
長率から、豪州景気の堅調さが確認されました。豪
州株式市場では、景気の底堅さが好感され、代表的
な株式指数であるS&P/ASX200指数が、6月3日に
史上最高値を更新しました（図表5）。

今後は、豪州景気のさらなる回復による企業収益
の改善や、業績回復にともなう増配が、豪州株式を
下支えすることが期待できそうです。
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図表4：主要先進国の実質GDPの推移
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図表5：豪州株式の推移

（出所）ブルームバーグ
（期間）2020年1月2日～2021年6月3日（日次）
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図表6：豪州の新型コロナウイルスの新規感染者数の推移

図表7：ビクトリア州の新規感染者数の推移

（出所）豪州公共放送ABC
（期間）2021年5月1日～6月3日（日次）
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